
定例記者会見（令和５年１０月２３日（月）１２：００）会見場所：市政記者クラブ

１．「第３回 三つの日本一 ふく、くじら、あんこう祭り」の開催につい

て

（観光スポーツ文化部 観光政策課）

本日の定例記者会見は、観光スポーツ文化部、産業振興部、総合政策部・こども

未来部・保健部、市民部からの４件となります。

１件目は「第３回 三つの日本一 ふく、くじら、あんこう祭り」の開催につい

てです。

下関が誇る三つの日本一食材「ふく、くじら、あんこう」を堪能できる食のイベント

「三つの日本一 ふく、くじら、あんこう祭り」を昨年に引き続き、１１月４日から令

和６年２月１２日までの約３か月間、開催します。

本イベントには、市内一円で「ふく、くじら、あんこう」の料理やお土産だけでな

く、今年から「瓦そば」を取り扱う、１４０を超える店舗が参加することが決まってお

り、竹崎公園に巨大イルミネーションも設置されるなど、期間中、下関の夜が更に賑わ

いを増すものと大いに期待しています。

なお、本日は、実行委員会の委員長である、下関観光コンベンション協会 冨永会長

が同席されておりますので、委員長より詳細をご説明して頂きます。

この件については以上です。



２．令和５年度「下関市ふるさと起業家支援補助事業」の寄附金募集

について

（産業振興部 産業振興課）

続きまして、「下関市ふるさと起業家支援補助事業」の寄附金募集についてで

す。

本市では平成３０年度より、社会・地域課題解決や地域振興に資すると認められ

る事業を行う起業家等を対象に、クラウドファンディング型のふるさと納税を財源

とした「下関市ふるさと起業家支援補助事業」を実施しています。

今年度は、『スポーツイベントを通じた地域コミュニティ創生事業』と『下関に

ちなんだイラストをグッズにして販売する事業』の２つの事業を補助事業として認

定し、先週１６日からクラウドファンディングサイト「ふるさとチョイス」で１２

月３１日まで寄附金を募集しているところです。

１つ目の『スポーツイベントを通じた地域コミュニティ創生事業』の実施事業者

は、ＦＣバレイン下関の運営団体である一般社団法人ウエストネーション下関ＳＣ
エスシー

で、目標金額は１２０万円です。

２つ目の『下関にちなんだイラストをグッズにして販売する事業』の実施事業者

は、株式会社アパートメントラボで、目標金額は２００万円です。

本日は、認定事業者の皆様（バレイン：近藤マネージャー、西選手、湯野選手、アパ

ートメントラボ：先本代表）にお越し頂いておりますので、事業内容等につきまして説

明していただきます。

この件については以上です。



３．「しもまちＢＡＢＹタクシー」及び「ふくふく母子モ」の提供開始につ

いて

（総合政策部、こども未来部、保健部）

続きまして、「しもまちＢＡＢＹタクシー」及び「ふくふく母子モ」の提供開始

についてです。

出産・子育て家庭を強力にサポートする新たなサービスとして、「しもまちＢＡ

ＢＹタクシー（愛称ベビタク）」と「ふくふく母子モ」の２つのアプリを１１月１

日から提供開始します。

サービスの詳細につきましては、後ほど担当部局よりデモ画面を交えながらご説

明いたしますが、この２つのアプリにより、妊娠、出産・子育てまで切れ目なくサ

ポートすることが可能となります。

なお、この「ベビタク」と「ふくふく母子モ」は、地域ポータルサイト「しもま

ちプラス」のログインＩＤを使って利用することができ、また、１０月より提供を

開始しております病児保育予約サービスのあずかるこちゃんについても、同様にサ

ービスを受けることができます。

この取組みは、スマートシティの実現に向け、国から採択を受けましたデジタル

田園都市国家構想交付金事業において、データを連携し、複数のサービスの実装が

可能となる優良な取組として進めてきたものです。

今後につきましても、市民生活の様々な場面において便利で役立つサービスを

「しもまちプラス」を通じて提供してまいりますので、たくさんの市民の皆さんに

活用していただきたいと思います。



４．まちづくり協議会プロデュース 地域色を生かした手づくりの婚活

イベントを開催

（市民部 まちづくり政策課）

続きまして、まちづくり協議会プロデュース 地域色を生かした手づくりの婚活

イベントの開催についてです。

本市では、未婚化、晩婚化、少子化が進んでいる現状への対策として、若い世代

の独身男女に婚活イベント等を行う事業者、団体等へ事業費の一部を補助する婚活

サポート事業を実施しています。

今年度は、市内１７地区のまちづくり協議会に地域の特色を生かした婚活イベン

トの開催を呼び掛けたところ、中東地区、山の田地区、彦島地区、豊浦地区、豊北

地区の５地区から応募がありました。

みかん農家を訪ねてみかん狩りをしたり、海岸清掃をしたり、飲食店を巡ったり

と、各地域の特色を生かし、賑わい創出と地域経済の活性化に寄与する内容になっ

ています。詳しくは、別紙とチラシをご覧ください。

ぜひ多くの方々に参加していただき、ふるさと下関の良さを実感して、成婚の暁

には、ぜひ下関市内に住んでいただきたいと考えております。

本日の記者会見は、以上です。


